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じめじめした梅雨の時期の悩みは湿気。部屋干しした洗濯物は乾かないし、なんだか家全体に湿気がこもってすっきりしな
い・・・・・そんな方におすすめしたいのが、今回ご紹介する全館空調熱交換気システム「ウイズエアー」。
高い湿度制御能力で、梅雨でもさらりと過ごすことができます。また、エアコン1台で家中の湿度と温度を調整できるので、梅雨
の時期だけでなく、暑い夏や、寒い冬にも力を発揮。１部屋１部屋ごとに、温度と湿度を調節することができるので家中どこに
いても家族全員が快適に過ごすことができます。詳しくは中面にてご紹介します。

パナソニック 全館空調熱交換気システム「ウイズエアー」

梅雨の時期もカラリと過ごせる
全館空調熱交換気システム

出典：パナソニック株式会社

MASUTOKU. Inc

www.masutoku . jp

桝徳 スタッフ紹介 ! VoL 10

桝徳は創業明治38年、木と共に1世紀

■会社名の由来
創業者初代星野徳次郎が浦和にあった桝屋という材木商で
修行した後、大宮で店を出すにあたって、修行した店の屋号
と本名の一字を合わせて「桝徳」としたものです。

桝徳スタッフを毎号1人ずつご紹介！当社は、時代に合った暮らしを、地域企業の
みなさまと共に創り出すことを使命と考えております。みなさまと一緒に暮らし
を創る一員として、わたしたちのことを少しでも知っていただけたら幸いです。

■ ビジョン

■ ミッション

■ バリュー

今も未来も笑顔になる暮らしを実現します

顔の見えるつくり手と共に
時代に合った暮らしを創造します

誠実・責任・向上心

サッカー　音楽鑑賞

努力したことは自分を裏切らないし、良い・悪い
結果ではなく　努力したことが自分の中に残り、
努力したことが自分の糧になるから。

家づくりのお手伝いを一緒にさせてください。

■本　社
〒330-0804　埼玉県さいたま市大宮区堀の内町1-697
TEL：048（658）5600  FAX：048（658）5605
e-mail:info@masutoku.jp

■伊奈配送センター
〒362-0811　埼玉県北足立郡伊奈町西小針6-127
TEL：048（729）2000  FAX：048（729）2001

趣 味

ラーメン好きな食べ物

社員のみんな桝徳のここが好き !

工務店さまへメッセージ

無駄な努力はない

マーケティング事業部
山﨑　佑一

好きな言葉



梅
雨
の
じ
め
じ
め
も
快
適
に

一
年
中
快
適
温
度
の
家
に
な
る

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク 

全
館
空
調
熱
交
換
気
シ
ス
テ
ム
﹁
ウ
イ
ズ
エ
ア
ー
﹂

進
む
住
宅
の
高
断
熱
・
高
気
密
化

Ｇ
２
水
準
以
上
の
住
宅
で
増
加

全
館
空
調
シ
ス
テ
ム
の
提
案

デ
メ
リ
ッ
ト
を
カ
バ
ー
し
た

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
全
館
空
調

特  集

横森 雅子

エアコン1台で家中を快適温度にしてくれる
全館空調熱交換気システム「ウイズエアー」
夏や冬に注目されがちですが、高い湿度制御
能力があるので、湿度が高いこの梅雨の時期
にも、価値を感じて頂ける商品です。
「詳しい機能は？」「この家は施工でき
る？」など気になることがあれば、是非弊社
の営業担当者までご連絡ください。
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０
２
２
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。
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築
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暑さ寒さの厳しい夏と冬に注目されやすい全館空調熱交換
気システムですが、じめじめする梅雨の時期にも活躍してく
れます。

梅雨の時期には想像しにくいですが、エアコンを使用した全館空調シス
テムには「乾燥しやすい」という面も。そこで登場したのがオプションの
加湿ユニット「アクアシッター」。「遠心破砕方式」を採用し、直接水道か
ら自動給排水できるので、一般的な加湿器のように、加湿フィルターや
給水などのメンテナンスが不要です。

エアコンのOFF回数を抑制し、冷房を定速運転することで、
効率良く除湿。個別空調（ルームエアコン）＋3種換気と比
べた場合、平均湿度の差は9.6％という実験結果も。

3つの機能でお家まるごと快適に【ウイズエアー】エアコンの乾燥も解決！

アクアシッターの特徴

じめじめ解消！梅雨こそウイズエアー

①家中を１台で自動設定
　空調システム

■自動制御で潤いを保つ

③家中の空気をキレイに
　２種類のフィルター

②熱損失を防ぎ省エネ運転
　熱交換気システム

エアコン内蔵の空調ユニット
から、ダクトを伝って家中に
最適温度の空気を行き渡らせ
ます。1台で家中の温度調整が
できるので、どの部屋にいて
も快適に。

外気から入る花粉や黄砂を熱
交換気システムのフィルター
がキャッチ。室内に溜まるハ
ウスダストは空調システムの
フィルターでろ過。24時間キ
レイな空気。

①家中自動で快適温度

＜２種類のフィルター＞

＜空調システム＞

③家中の空気をキレイにろ過

※1 オプションの加湿ユニット使用時

【微小粒子用フィルター】【HEPA フィルター】

■熱交換気で熱損失が減少

■全館空調用エアコンで省エネ

空 調 システムのメインコント
ローラーが、温度・風量・湿度を
制御（※1）。各部屋の温度セン
サーが家中を快適な温度に設
定。梅雨でもさらりと過ごせ、部
屋干しの洗濯物も乾きやすくな
ります。

センサーが湿度の低下や上昇を感
知すると遠 心 破 砕 が自 動で作 動
し、加湿調整します。

■その他嬉しいメリット
①天井裏設置で空間がスッキリ
②静かで快適空間
③スチーム加湿器1台より省エネ
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今まで難しかった場所にも施工

【特徴 1：静音性（本体騒音）】

【特徴 2：デザイン性】

【特徴 3：空気清浄】

【特徴 4：省エネ】

効率的な運転設定と使わない
部屋の自動セーブ。

給気と排気の
間で熱交換を
することで、熱
損失を縮小。フロアごと・

部屋ごとに
自動で温度設定

＜熱交換気システム＞

②熱損失を防ぎ省エネ運転

【専用エアコン Eolia エオリア】

【本体】

●ダクトが通せない様な階間
　が狭い場所
●階をまたいでのダクト経路
　が難しい3階建て
●吹き抜け・勾配天井

業界トップクラスの静音性。
ホテル室内より静かな27dB以下

小型＆２色展開で
空間にマッチ

エアテクトフィルターを搭載で、
花粉やPM2.5もしっかり除去

既存機種の46％の電力で稼働。
（50Hz時　消費電力）

ウイズエアー
▼

ＩＡＱ-Ｖ
▼

アクアシッター
▼

ご
不
明
点
は
桝
徳
の
営
業
担
当
者
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
ま
せ
。

高い湿度制御で快適に

梅雨でもさらり・部屋干しも乾きやすい

●
全
館
空
調
シ
ス
テ
ム
の
デ
メ
リ
ッ
ト
を
カ
バ
ー

・
乾
燥
↓
加
湿
ユ
ニ
ッ
ト
で
解
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・
家
中
一
定
温
度
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と
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設
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に

・
電
気
代
↓
熱
交
換
気
で
熱
ロ
ス
を
小
さ
く
省
エ
ネ
に 「暖房方式・外皮性能別の NEB・EB チャート（ぼんぼりの図）」

パイプ取付の簡単施工

【エアコン】

ウイズエアーなら、建物内の空気の循環による家全体での平準化と換気の効果により
CO2濃度を1000ppm以下に抑制

個別空調＋浴室換気乾燥機（換気0.5回/h）
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全館空調＋熱交換気（換気0.59回/h）
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ビル管理基準1000ppm以下

換気3回/hに相当する
CO2濃度に抑制

人がいる部屋（寝室）人がいない部屋（リビング）

誰もがプチストレスを抱える梅雨の時期の
湿気や乾かない洗濯物。それがカラリと解
決する設備なら、きっとお客さまも興味を
持ってくれるはず。高性能・高気密の家を
ご希望の方に是非おすすめください。

ソリューションチーム
奥本　雄太

個別空調
＋

3種換気

ウィズエアー
1種換気）

一般的な個別空調に対し平均湿度をおさえられます（夏の場合）


